
33  整備にあたり必要な整備にあたり必要な
施設・規模・構造・機能等の検討について施設・規模・構造・機能等の検討について

別紙６



整備にあたり必要な施設・規模・構造・機能等の検討について整備にあたり必要な施設・規模・構造・機能等の検討について

【生物生息ゾーン】

1

自然に興味をもち，エコパークゾーンの魅力を感じるきっかけとなるように，  
身近に生きものを観察することができる空間を創出する。

【一般的な野鳥公園で整備されている機能】

【例】 ①野鳥が近くに生息する空間

②水辺の多様な生物が生息する空間

③海浜植物等の生育する空間

１  身近に生きものを感じられる空間の創出１１  身近に生きものを感じられる空間の創出身近に生きものを感じられる空間の創出



【憩いとふれあいのゾーン，親水ゾーン】

2

野鳥公園に訪れることでやすらぎや癒しを得られるように，自然に親しむ場所や  
水辺を感じられる空間を創出する。

①緑や水辺の風景を楽しみながらの散歩やランニングが可能

②気軽に訪れることができ，自然を感じながら休息や癒しを得られる

③野鳥を含めた様々な生物の観察が可能

④自然の変化を長期にわたり観察していくことが可能

【一般的な野鳥公園で整備されている機能】

整備にあたり必要な施設・規模・構造・機能等の検討について整備にあたり必要な施設・規模・構造・機能等の検討について

【例】

２  自然に親しむ空間の創出２２  自然に親しむ空間の創出自然に親しむ空間の創出



【情報発信・交流ゾーン】

3

エコパークゾーンや，市民活動の取り組みについての情報を発信していく  
ことにより，市民が環境学習を行っていくきっかけをつくるとともに，新たな  
コミュニティの形成を支援する情報発信・交流拠点を創出する。

①天候に左右されずいつでも活動が可能

②エコパークゾーンにいる生物の生態や生息環境を知ることが可能

③環境についての学習が可能

④NPO活動等について情報提供や情報交換が可能

【一般的な野鳥公園で整備されている機能】

整備にあたり必要な施設・規模・構造・機能等の検討について整備にあたり必要な施設・規模・構造・機能等の検討について

【例】

３  情報発信・交流拠点の創出３３  情報発信・交流拠点の創出情報発信・交流拠点の創出



4

４  １～３以外で一般的な野鳥公園に整備されている機能４４  １～３以外で一般的な野鳥公園に整備されている機能１～３以外で一般的な野鳥公園に整備されている機能

（1）市街地に立地する野鳥公園として特に留意すべき事項

（2）にぎわいのある施設にするための工夫

その他検討が必要な事項

整備にあたり必要な施設・規模・構造・機能等の検討について整備にあたり必要な施設・規模・構造・機能等の検討について
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